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　壬生町総合公園内、修景池のまわりでは、4

月中旬から5月上旬にかけて、たくさんのこい

のぼりが空を泳ぎ、公園で休日を過ごす家族連

れなどを楽しませました。�

　こいのぼりは、ご家庭に眠っていたものを提

供していただいたもので、毎年この時期に飾ら

れています。�



【
資
産
に
つ
い
て
】

●
有
形
固
定
資
産

　

道
路
、
学
校
、
公
園
、
ご
み
処
理
施

設
な
ど
長
期
間
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
資
産
で
あ
り
、
取
得
原
価

主
義
に
よ
り
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
以
外
に
つ
い
て
は
、
定

額
法
に
よ
り
減
価
償
却
し
て
い
ま
す
。

●
投
資
等

　

公
益
法
人
等
へ
の
出
資
金
、
貸
付
金

残
高
、
地
域
福
祉
基
金
等
の
特
定
目
的

基
金
及
び
土
地
開
発
基
金
の
現
在
高
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

●
流
動
資
産

　

年
度
間
の
財
政
調
整
の
た
め
の
財
政

調
整
基
金
、
町
債
の
償
還
に
充
て
る
減

債
基
金
、
歳
計
現
金
（
当
該
年
度
末
の

歳
計
剰
余
金
）、
町
税
未
収
金
等
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

【
負
債
に
つ
い
て
】

●
固
定
負
債

　

町
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
現
在
高

（
翌
年
度
償
還
額
を
除
く
）、
退
職
給

与
引
当
金
（
町
職
員
の
全
員
が
平
成　
１７

年
度
末
に
普
通
退
職
し
た
と
仮
定
し
た

場
合
に
必
要
に
な
る
退
職
手
当
の
総
額

を
推
計
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
流
動
負
債

　

翌
年
度
の
町
債
元
金
償
還
予
定
額
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

【
正
味
資
産
に
つ
い
て
】

　

国
や
県
か
ら
の
負
担
金
・
補
助
金
や

町
税
な
ど
返
済
の
必
要
が
な
い
資
産
で
、

「
資
産
の
部
」
か
ら
「
負
債
の
部
」
を

差
し
引
い
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

●
国
県
支
出
金

　

有
形
固
定
資
産
の
形
成
に
充
て
ら
れ

た
国
県
支
出
金
の
累
計
額
（
土
地
以
外

の
有
形
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
、
当
該

資
産
の
減
価
償
却
に
併
せ
て
償
却
）
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
財
源

　

資
産
と
負
債
の
差
で
あ
る
正
味
資
産

か
ら
国
・
県
支
出
金
を
差
し
引
い
た
額

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

 　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
で
、
壬
生

１８

３１

町
の
総
資
産
は
合
計
で
約
４
８
１
億
円

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
負
債
は
全
体

で
約　

億
円
、
そ
の
差
で
あ
る
正
味
資

９５

産
は
約
３
８
６
億
円
で
す
。

（
１
）
資
産
の
部
の
状
況

　

資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産

（
建
物
、
土
地
等
）
が
約
４
１
５
億
円

で
資
産
全
体
の
約　

％
を
占
め
、
残
り

８６

が
基
金
（
積
立
金
）、
貸
付
金
、
未
収
金

な
ど
で
約　

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６６

　

有
形
固
定
資
産
を
行
政
目
的
別
に
見

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

わ
か
る
こ
と

る
と
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
土
木
費
が

約
２
０
０
億
円
（　

％
）
と
最
も
多
く
、

４８

次
に
小
中
学
校
や
公
民
館
、
図
書
館
な

ど
の
建
設
事
業
費
を
含
む
教
育
費
が
約

１
３
３
億
円
（　

％
）、
清
掃
セ
ン
タ
ー

３２

建
設
や
最
終
処
分
場
建
設
な
ど
を
含
む

衛
生
費
が
約　

億
円
（　

％
）
と
な
っ

４２

１０

て
い
ま
す
。

（
２
）
負
債
の
部
の
状
況

　

負
債
の
部
で
は
、
町
債
（
借
入
金
）

の
償
還
が
固
定
負
債
、
流
動
負
債
を
合

わ
せ
て
約　

億
円
で
負
債
全
体
の　

％
、

７３

７６

退
職
給
与
引
当
金
が
約　

億
円
で
約　

２２

２４

％
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
正
味
資
産
の
部
の
状
況

　

正
味
資
産
の
部
で
は
、
壬
生
町
が
保

有
し
て
い
る
資
産
の
う
ち
、
町
民
の
皆

様
か
ら
の
税
金
等
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

一
般
財
源
等
は
、
約
３
３
３
億
円
で
正

味
資
産
の
約　

％
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

８６

た
、
町
有
資
産
の
う
ち
国
・
県
支
出
金

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
金
額
は
、
約　

億
５３

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①社会資本形成の世代間負担比率

　社会資本形成の結果を表す有形固定資産のうち、

正味資産によって形成されている比率です。正味

資産は、主に今までの世代の負担によって形成さ

れた社会資本の額をさしています。他方、負債は

将来の世代の負担によって形成された社会資本の

額をさします。したがって、その依存割合が世代

間負担の指標となります。

 

 

� ＝９３．０％
正味資産合計
有形固定資産合計

３８，６３０百万円
４１，５４８百万円

（これまでの世代による社会資本形成の比率・高いほどよい）

� ＝２２．９％
負債合計

有形固定資産合計
９，５０７百万円
４１，５４８百万円

（後世代による社会資本形成の比率・低いほど後世代の負担が少ない）

②予算額対資産比率

　歳入総額に対する資産の比率で、資産形成のた

めに何年分の歳入が充当されたかを示すものです。

 

③正味資産比率

　企業会計で使用される自己資本比率に相当し、

この比率は保有する総資産のうち返済義務を負わ

ない部分がどの程度あるのかということを示す指

標です。

 

� ＝４．６４年分
資産合計
歳入合計

４８，１３８百万円
１０，３６９百万円

� ＝８０．２％
正味資産合計

負債・正味資産合計
３８，６３０百万円
４８，１３８百万円

��������	
��
�����

　

「
町
の
資
産
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
？
」「
借
入
金
は
ど
の

程
度
あ
る
の
？
」「
町
の
経
営
状
況
は
？
」
こ
の
よ
う
な
疑
問

に
答
え
る
資
料
と
し
て
、
町
で
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

決
算
書
で
は
、
主
に
一
年
間
の
歳
入
と
歳
出
の
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
、
過
去
か
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
る
町
の
財
産
等
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
か
、
そ
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
金
額
の
割
合
は
ど

の
く
ら
い
に
な
っ
た
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様

が
町
の
財
政
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、
一
般
的
に
民
間
企

業
の
財
務
状
況
を
あ
ら
わ
す
表
で
す
が
、
こ
れ
に
壬
生
町
の
平

成　

年
度
普
通
会
計
決
算
状
況
を
当
て
は
め
て
作
成
し
て
い
ま

１７
す
。

　

数
値
に
つ
い
て
は
総
務
省
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
決
算
に
係

る
指
定
統
計
調
査
で
あ
る
「
地
方
財
政
状
況
調
査
」
の
昭
和　
４４

年
以
降
の
数
値
を
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
い
ま
す
（
昭
和　

年
以

４３

前
の
数
値
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。　

　

な
お
、
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
で
は
、
そ
の
活
動
目
的

や
資
産
の
と
ら
え
方
等
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
民
間
企

業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
単
純
に
比
較
出
来
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

壬生町のバランスシートを�
公表します�

�
�
�
�
�
�
�
�
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【健全な住生活を支援する】�

【すべての住民が競い、触れあい、スポーツを楽しむ環境を創る】�

【自ら学びたくましく生きる力を育む学校教育を推進する】�

【潤いに満ちた生涯学習を振興する】�

【適切に排水を処理する】�

【資源循環型社会を構築する】�

【良質な水を安定供給する】�

【豊かな花と緑に囲まれた快適な暮らしを実現する】�

【交通安全対策を充実する】�

表の見方（記入内容）�マネジメント�
（P・D・C・A）�
サイクルの�
仕組みについて�

『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします�
（事務事業改善マネジメントの報告②）�

『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします�
（事務事業改善マネジメントの報告②）�

『各事務事業の今後の方針』についてお知らせいたします�
（事務事業改善マネジメントの報告②）�

　本町では、平成１８年度から、日常的に事務事業の改善・改革を図りながら“創意”と“工夫”に
満ちたまちづくりを進めるため、「壬生町事務事業改善マネジメント」をスタートしました。�
　「マネジメント」とは、事業を評価しその結果を次の事業に生かしていく取り組みで、４月号に引
き続き、これまでに実施してきた皆様の生活に関連する事業等の一部をご紹介いたします。�
　今回は、まちづくりの６つの柱のうち、「生活環境分野」・「教育文化分野」・「産業振興分野」
に関する事業です。�

第５章：個性が輝き文化が薫る、学びの社会を実現する（教育文化分野）�

　活力ある地域社会の創造に向け、住民がそれぞれの生涯を通じて、学習や文化、
芸術、スポーツ等さまざまな分野で、自らの個性を伸ばしながら、能力を発揮で
きる環境づくりを進めると共に、個性と創造性が豊かな人づくりを推進していき
ます。�
　また、家庭や地域、学校が連携し、健やかな心と体を持った子どもが育つ環境
を整えると共に、豊かな人間性を備えた青少年の育成を目指します。�

第４章：安心して快適に暮らすことのできる社会を実現する（生活環境分野）�
　豊かな自然環境の保全や、廃棄物の減量化・資源化を進め、環境への負荷の少な
い循環型社会を構築していくと共に、憩いや余暇活動の拠点となる新たな自然空間
の創出を図りながら、人と自然が触れ合う快適な地域社会の維持・向上を推進して
いきます。�
　また、防犯・防災体制の充実や、上下水道等の社会基盤の整備・向上を図りなが
ら、災害に強い安心して快適に暮らせるまちを目指します。�

※担当課局・係名は平成18年度当時のもので、平成19年度現在の担当は�
（　）内となっています。�
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３
月
31
日
か
ら
４
月
８
日
ま
で
、
東

雲
公
園
に
お
い
て
、
し
の
の
め
花
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

花
ま
つ
り
を
前
に
開
花
し
た
桜
は
、

期
間
中
に
満
開
と
な
り
、
会
場
は
多
く

の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
や

「
獣
拳
戦
隊
ゲ
キ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」、「
ケ

ロ
ロ
軍
曹
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

や
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
」

の
ス
テ
ー
ジ
、「
バ
ラ
ク
ー
ダ
」「
サ
ザ

ン
ク
ロ
ス
」
の
ス
テ
ー
ジ
、
町
内
の
幼

稚
園
や
学
校
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、

多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃木市の「蔵っ子チーム」も参加
よさこいinみぶ

大ヒット曲「日本全国酒飲み音頭」などを披露
バラクーダオンステージ

メリーランド保育園　沖縄エイサー

ケロロ軍曹と遊ぼう！
デンジャラス
お笑いステージ

しののめ花まつりカラオケ選手権大会

優勝者　萩
はぎ

谷
や

隆一さん

【広域交流を推進する】�

【観光を振興する】�

【農林業を振興する】�

【工業を振興する】�

【共同参画社会の確立を目指し、個人・個性を尊重する】�

第６章：活気に満ちた豊かで元気なまちを創る（産業振興分野）�
　まちの元気や、人々の豊かな暮らしを支える産業の振興を図っていくため、
民間と行政が協力しながら、厳しい社会経済環境の変化に柔軟に対応でき
る産業基盤の形成を推進します。�
　そのため、地域に根ざした既存の産業の活性化や、新たな企業を誘致・
支援していくと共に、活力ある農業の振興や、本町の魅力を生かした観光
の振興を図りながら、それぞれが活気に満ちた元気なまちを目指します。�
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月曜日から金曜日までの7：00～19：00�

土・日曜日・祝日及び年末年始並びに上記以外の時間�

1時間あたり700円�

1時間あたり800円�

―「ちょっとお願いします」そんなご近所の関係が昔はありました。―�

急用や病気、残業や休日出勤など、パパ・ママの「困ったな、

都合がつかない」に地域の人がこたえるファミリー・サポート・

センターは、子どもを『預けたい人』と『預かる人』のネットワー

クをつくり、地域で子育てを助け合う会員組織です。�

◆保育園・幼稚園・学童保育の送迎や、開始前・終了後に預かります。�

◆保護者が育児疲れでリフレッシュしたい時に預かります。�

◆保護者が子どもを連れて出かけにくい時（病院・参観日・冠婚葬祭等）

に預かります。�

◆病気が治っても集団生活がちょっと無理な時などに預かります。�

　★子どもは原則、協力（まかせて）会員の自宅で預かります。�

●依頼会員（おねがい会員）�
育児の援助を受けたい方で、壬生町在住または

在勤で0歳～小学校6年生までのお子さんを

養育している方�

●協力会員（まかせて会員）�
育児の支援を行いたい方で壬生町に在住し、

心身ともに健康で子育てに熱意と意欲のある方。

講習会に参加して頂いた方。�

●両方会員（どっちも会員）�
依頼（おねがい）会員と協力（まかせて）会員の両方を兼ねる方。�

援助活動の万一の事故に備え、会員全員が『ファミリー・サポート・センター補償保険』に一括加入し

ます。保険料はセンターが支払います。�

その他の交通費や食事・おやつ代等かかった費用は、依頼（おねがい）会員の実費負担となります。�

★壬生町ファミリー・サポート・センター（子育て支援センター内）�
　開設時間：月曜日～金曜日　9：00～16：30�

　　　　　　1 82－3309

お願いできますか？�

はい、月曜日ですね�子どもを預けたいのですが…�

1 申し込み�

3 事前打ち合わせ�

4 子育ての支援�

5 報酬の支払い�

2 依頼�
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188,500円�
421,000円�
781,000円�

0円�
0円�
0円�

合計�住民税�

税源移譲後�

所得税�

126,500円�

260,500円�

404,500円�

62,000円�

160,500円�

376,500円�

188,500円�
421,000円�
781,000円�

合計�住民税�

税源移譲後�

独身者の場合�

モデルケース　税源委譲による負担変動（年額）モデルケース　税源委譲による負担変動（年額）�モデルケース　税源移譲による負担変動（年額）�

所得税�

何が変わるの？�

あなたの所得税・税・住民税が変わります。�あなたの所得税・住民税が変わります。�
平成19年から�

●平成19年から税源移譲により所得税と住民税の税率が変わります。�

ほとんどの方は、1月分から所得税が減り、そのぶん6月分から住民税が増えることになりま�
す。しかし、税源の移し替えなので、「所得税＋住民税」の負担は基本的には変わりません。

平成19年1月分から適用� 4段階の税率を、�
（所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないよう制度設計）�

6段階に細分化�

所得税�

64,500円�

163,500円�

307,000円�

124,000円�

258,000円�

474,000円�

給与収入�

300万円�

500万円�

700万円�

負担�
増減額�

住民税�平成19年6月分から適用� 3段階の税率を、�
（都道府県民税4％・市区町村民税4％）�

一律10％に�

9,000円�
195,000円�
459,000円�

0円�
0円�
0円�

合計�住民税�

税源移譲後�

所得税�

9,000円�

135,500円�

293,500円�

0円�

59,500円�

165,500円�

9,000円�
195,000円�
459,000円�

合計�住民税�

税源移譲後�

夫婦＋子供2人の場合�

※夫婦＋子供2人の場合、子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。�
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。�
★このほか、実際の負担増減額には、平成19年から定率減税が廃止される等の影響があることにご留意ください。�
（詳しくは「税源移譲以外の主な変更点」のページをご覧下さい。）�

所得税�

9,000円�

76,000円�

196,000円�

0円�

119,000円�

263,000円�

給与収入�

300万円�

500万円�

700万円�

負担�
増減額�

「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていく「三位一体改革」が実現します。その柱とい
えるのが、今回の「税源移譲（ぜいげんいじょう）」。税源移譲では、所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変え
ることで、国の税収が減り、地方の税収が増えることになります。およそ3兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。 

どう変わるの？�
　税源移譲によって、地方は必要な財源を直接確保できるようになります。これにより、住民はより身近で、よりよい行
政サービスを受けられるようになります。�

37,453円�
37,400円�

�

19,900円�
△1,500円�
△12,267円�

住 民 税�
・定率減税�
・（住民税－定率減税）×�

2�
3

所 得 税�
・定率減税�

合　計�
（税額�

�
）�

34,800円�
△3,480円�

平成18年度�

418,000円�
�

196,000円�
△14,700円�

�

住 民 税�
・定率減税�
�

所得税：平成18年1月分から�
　　　　税額の10％相当額を減額（12.5万円を限度）�
住民税：平成18年6月分から�
　　　　税額の7.5％相当額を減額（2万円を限度）�

所 得 税�
・定率減税�

合　計�

263,000円�
△26,300円�

平成18年度�

459,000円�
�

293,500円�住 民 税�
�

所 得 税�

合　計�

165,500円�

平成19年度�

27,840円�
27,800円�

�

住 民 税�
�

非課税�

非課税�
課税�

所 得 税�
・定率減税�

合　計�
（税額�

�
）�

34,800円�
△6,960円�

平成17年度�

42,266円�
42,200円�

�

37,300円�
△12,434円�

�

住 民 税�
・住民税×�
�

1�
3

所 得 税�
�

合　計�
（税額�

�
）�

17,400円�
�

平成19年度�

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。�
※年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので、経過措置が適用されます。�

※この経過措置は昭和15年1月2日以前に生まれた方が対象になります。�

※子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。　※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。  �
�

モデルケース　モデルケース　7070歳独身・年金収入歳独身・年金収入200200万円（年額）万円（年額）�モデルケース　70歳独身・年金収入200万円（年額）�

モデルケース　夫婦＋子供モデルケース　夫婦＋子供2人・給与収入人・給与収入700700万円（年額）万円（年額）�モデルケース　夫婦＋子供2人・給与収入700万円（年額）�

　平成17年1月1日現在、65歳以上の方（昭和15年1月2日以前に生まれた方）で、前年の合計所得金額が125万円以下の方
は、平成17年度まで住民税が非課税でしたが、年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観点から、この措置が平成
18年度から廃止され、現役世代と同様の制度が適用されています。ただし、急激な税負担を緩和するため経過措置がとら
れています。�

　平成11年度から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経済状況を踏
まえて廃止されます。（所得税は平成19年1月分、住民税は平成19年6月分から）�

●住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています。�

●定率減税が廃止されます。�

◎税源移譲以外の主な変更点�◎税源移譲以外の主な変更点�

平成19年�

合計所得金額�
　　125万円以下の方�

平成17年�
経過措置として�
平成18年度は税額の3分の2を減額�
平成19年度は税額の3分の1を減額�
平成20年度以降は、全額負担�

平成18年度以降�

所得税：平成19年1月分から廃止�
　　　　�
住民税：平成19年6月分から廃止�
　　　�

平成19年以降�
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農業委員会だより�農業委員会だより�
農業委員の選挙による委員の定数削減のお知らせ�

農業委員会が認定農業者及び消費者との意見交換会を開催�

町農業委員会事務局　　1 81－1875

～問い合わせ先～�

農業委員会だより�

　農業委員会では、近年の農業情勢の変化による農家戸

数・耕地面積の減少に伴い、選挙委員の定数について検

討してきたところですが、現在の定数18人を６人削減し、

12人とする検討結果になりました。�

　これをうけ、町では、本年３月定例議会において、「農

業委員の選挙による委員の定数」を43年ぶりに改正する

ことになりました。�

　なお、来年７月に予定されている農業委員一般選挙か

ら適用されます。�

　農業委員会では、地域における農業について広く意見を聞くため、２月20日、壬生町役場正庁において、

農業委員・認定農業者・消費者約20人による意見交換会を開催しました。�

「安全・安心な農産物について」をテーマにいたしました。�

　交換会では、消費者から農薬の使用方法等について意見があり、これに対し、認定農業者からは、農薬

使用を含む栽培履歴を記帳していることや、エコファーマー制度を取り入れた化学肥料・農薬の使用を減

らす「環境保全型農業」に取り組んでいることなどをアピールしました。�

　消費者視点への対応や、学校・家庭における食育の大切さについて共通の認識を持つなど、有意義な意

見交換会となりました。�

※農業委員は上記のほかに選任委員として、農協推薦１人、農業共

済推薦１人、土地改良区推薦１人、議会推薦３人が加わります。�

選 　 挙 　 区 �

壬 生 選 挙 区 �

稲 葉 選 挙 区 �

南 犬 飼 選 挙 区 �

合 　 　 　 計 �

定　数�

3人�

4人�

5人�

12人�

定　数�

5人�

6人�

7人�

18人�

選 　 挙 　 区 �

壬 生 選 挙 区 �

稲 葉 選 挙 区 �

南 犬 飼 選 挙 区 �

合 　 　 　 計 �

改　正　後� 現　　　行 

認定農業者等への農地の利用集積、経営改善の支援�

農業委員は地域の世話役、農
家の相談相手�

優良農地の確保と有効利用、遊
休農地の解消、農地情報等の一
元管理�

新たな農業者年金制度の普及
と定着�

農業・農業者に関する情報提供�

農業者の声を積み上げた意見の
公表、行政への建議、諮問答申�

全国農業新聞�
全国農業図書�
農業委員会だより�

農業委員会の様子�
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児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
ま
で
の

児
童
を
養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
左
の
限
度
額
表
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

児
童
手
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の
他
の

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
特
例

給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
の
平
成　

年
分
の
所
得
税
法
上
の

１８

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

 

�

�

�

�

　

あ
な
た
の
限
度
額
を
確
認
す
る
場
合
、

一
般
的
に
平
成　

年
分
の
所
得
額
か
ら

１８

一
律
８
万
円
を
控
除
し
た
額
が
、
左
の

表
の
所
得
額
と
な
り
ま
す
の
で
ご
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

 

※
３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、
第
１

子
及
び
第
２
子
の
手
当
額
は
５
�０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

●
支　

給　

月

　

６
月
、　

月
、
２
月

１０

 　

遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

児
童
１
人
あ
た
り 　
 
３
�０
０
０
円

�
��

��

�

　

６
月
、
９
月
、　

月
、
３
月

１２

 　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は　

歳
到
達

１８

の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　

所
得
に
よ
っ
て
、
一
部
支
給
停
止
、

ま
た
は
全
額
支
給
停
止
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

児
童
１
人 　
　
　
 
４
１
�７
２
０
円

　

児
童
２
人 　
　
　
 
４
６
�７
２
０
円

　

児
童
３
人
以
降  
３
�０
０
０
円
加
算

�
��

��

�

　

４
月
、
８
月
、　

月
１２

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�

 　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
障
が

い
、
知
的
障
が
い
ま
た
は
身
体
障
が
い

（
１
級
・
２
級
）
の
あ
る
児
童
（　

歳
２０

未
満
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

１
級
該
当 　
　
　
 
５
０
�７
５
０
円

　

２
級
該
当 　
　
　
 
３
３
�８
０
０
円

�
��

��

�

　

４
月
、
８
月
、　

月
１１

�
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�
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第１子第２子第３子
以 降

３

歳

未

満

１
０
�０
０
０
円

１
０
�０
０
０
円

１
０
�０
０
０
円

３

歳

以

上

５
�０
０
０
円

５
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０
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子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
、
少
子
化
時
代

に
お
け
る
子
育
て
を
行
う
両
親
へ
の
支

援
を
行
う
。

受
給
要
件

　

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
し
た
方
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

①
第
３
子
以
上
の
出
産
の
日
前
に
、
本

町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方

②
現
に
２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
２
人
以
上
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
事
実
状
態
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
第
３
子
以
上
を
出
産
し
、
か
つ
３
ヵ

月
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と

支
援
金
額

　

第
３
子
以
上
１
人
に
つ
き

 　
　
　
　
　
　
　
 
１
０
０
�０
０
０
円

申
請
手
続
方
法

　

該
当
す
る
方
は
、
出
産
の
日
か
ら

３
ヵ
月
経
過
後
に
町
民
生
部
健
康
福
祉

課
、
稲
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
お
い
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
戸
籍
謄
本
（
全
部
事
項
証
明
）

②
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
の
も
の

で
本
籍
・
続
柄
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

③
預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

④
印
鑑

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

�
�
�
�
�

 
①
保
護
者
（
養
育
者
）
及
び
乳
幼
児
が

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
乳
幼
児
が
６
歳
未
満
の
方

③
安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
購
入
し
た
方

補
助
額

　

購
入
額
（
消
費
税
を
含
む
）
の
１
／

２
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）、
た
だ
し
、

１
台
に
つ
き
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

※
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
る
。

申
請
手
続
方
法

　

出
産
後
に
町
民
生
部
健
康
福
祉
課
、

稲
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
お
い
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト

②
品
質
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

③
預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

④
印
鑑

 　

町
立
の
保
育
園
、
民
間
の
認
可
保
育

園
入
園
児
童
の
保
育
料
が
第
３
子
以
降

は
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
に
つ
い
て
も
同
様
の
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
学
校
教
育
係
�　

－

１
８
７
１
ま

８１

で
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

 　

保
護
者
等
の
不
在
な
ど
に
よ
り
、
下

校
後
、
保
護
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
町
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
、
児
童
と
保
護
者

で
組
織
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
が
基
本
的
習

慣
を
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
学
習

す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
主
な
事
業

①
児
童
の
育
成
・
指
導

②
地
域
及
び
保
護
者
相
互
の
連
絡
・
提

携
③
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
定
期
的

な
運
営
委
員
会
の
開
催

児
童
ク
ラ
ブ
開
設
時
間
及
び
休
日

◆
開
設
時
間

　

原
則
と
し
て
、
下
校
時
か
ら
午
後
５

時　

分
（
但
し
、
学
校
休
業
中
は
、
午

３０
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
）

３０

３０

◆
休
日

　

日
曜
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始

対
象
児
童

　

町
内
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
１
・

２
・
３
年
生
の
児
童
で
、
下
校
後
家
族

が
留
守
の
た
め
、
保
護
者
の
指
導
を
受

け
ら
れ
な
い
児
童

委
託
児
童
ク
ラ
ブ

①
ど
ん
ぐ
り
児
童
ク
ラ
ブ

　

壬
生
町
落
合
３－

５－

　
２１

　

壬
生
東
小
学
校
内  
�　

－

１
１
５
１

８２

②
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
児
童
ク
ラ
ブ

　

壬
生
町
下
稲
葉
３
９
６

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

 　
　
　
　
　
　
　
 

�　

－

５
９
２
１

８２

③
ベ
リ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　

壬
生
町
本
丸
２－

３－

７

　

壬
生
小
学
校
内  

�　

－

８
４
３
３

８２

④
森
の
子
児
童
ク
ラ
ブ

　

壬
生
町
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
２－

　

－

　
１２

１１

 　
　
　
　
　
　
　
 

�　
－

２
７
８
０

８６

⑤
ひ
い
ら
ぎ
児
童
ク
ラ
ブ

　

壬
生
町
安
塚
２
０
７
８

　

安
塚
小
学
校
内  

�　

－

６
８
６
６

８６
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※
写
真
は
「
し
も
だ
い
保
育
園
」
提
供

�
�
�
�
�
�
�
�
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年金制度改正のお知らせ�年金制度改正のお知らせ�
平成19年４月からの厚生年金保険などの年金制度の改正の主な変更点は、次のとおりです。
【働く70歳以上の支給調整】
70歳以上の方も、会社にお勤めの場合には、老齢厚生年金の全額または一部の額が支給停止となる場合があります。
厚生年金の適用事業所にお勤めの方は、老齢厚生年金と賃金の合計額が48万円を上回るとき、老齢厚生年金の全額ま
たは一部の額が支給停止となります。
手続→厚生年金の適用事業所の事業主の方が、70歳以上の従業員に係る雇用、退職または賃金等に関する届書を、

社会保険事務所へご提出ください。
【厚生年金の支給繰り下げ】
今すぐ年金を受ける必要のない方は、老齢厚生年金を66歳以降に増額して受けられるようになります。65歳から老
齢厚生年金を受けることができる方が、65歳からは年金を受けとらずに、66歳以降に繰り下げの申出をしてから増額
された老齢厚生年金を受けることができます。なお、老齢基礎年金については、従来から繰り下げ支給の制度があり
ます。
手続→老齢厚生年金の支給を繰り下げて増額された老齢厚生年金を受けようとする方は、社会保険事務所へご提出

ください。
【遺族厚生年金の見直し】
（１）65歳以上の方の遺族厚生年金の支給方法の見直し
遺族厚生年金と老齢厚生年金等の受給権がある65歳以上の方は、
・御自身の老齢厚生年金等は全額支給
・遺族厚生年金は、御自身の老齢厚生年金等が支給停止され、その差額のみ支給
※平成19年４月１日前に遺族厚生年金の受給権があり、かつ、すでに65歳以上の方（昭和17年４月１日以前生まれ
の方）は、この仕組みの対象となりません。
手続→遺族厚生年金を請求する方が、老齢厚生年金等の受給権があるときには、遺族厚生年金の支給額を決定する

必要があるため、遺族厚生年金と同時に老齢厚生年金の請求をしていただくことが必要です。
（２）若齢期の妻の遺族厚生年金制度の見直し
①夫の死亡時に30歳未満で子を養育しない妻等に対する遺族厚生年金は、５年間の有期給付となります（子を養育
しなくなったときに妻30歳未満の場合には、その時点から５年間）
②また、妻に対する遺族厚生年金に加算される中高齢寡婦加算（年間594,200円） は、夫死亡時に40歳以上である
妻に、65歳に到達するまでの間支給されることとなります（従来は夫死亡時35歳以上である妻に対して40歳から
支給）。
※平成19年４月１日前にすでに受給権が発生した遺族厚生年金は、この新しい仕組みの対象となりません。

【離婚時の分割】
平成19年４月１日以後に離婚された場合に、その婚姻期間中の厚生年金の保険料納付記録を、当事者間で合意した
割合に基づき分割することができる制度です。分割を受けた方は、御自身の支給開始年齢から、分割後の厚生年金の
保険料納付記録に基づく老齢厚生年金を受給することになります。
ただし、老齢厚生年金を受給するためには、御自身の年金加入期間（分割を受けた期間を除く。）が、原則25年以
上必要です。
○年金分割の請求書に戸籍謄本や分割割合を定めた必要書類を添付して社会保険事務所へご提出ください。
※当事者の合意または裁判手続により分割割合（50％上限）を定める必要があります。
※社会保険事務所において、年金分割のために必要な割合等に関する情報提供を行っています。
※年金分割は、原則として、離婚をした日の翌日から２年以内に請求する必要があります。

【年金支給の辞退】
御自身の判断で年金を受け取らないという選択ができます。
年金を受け取らない旨の申出をしたときは、その翌月分から年金の支給が停止となります。なお、過去にさかのぼ
って申出をすることはできません。
また、いつでも将来に向かって年金の受け取りを再開することができます。再開する申出をしたときはその翌月分
から年金が支給されます。
※この申出を行った場合には、年金はさかのぼって支給されません。また、年金額が増額されることはありません。

◆お問い合わせ・ご照会はねんきんダイヤルへ（10570-07-1165は平成19年7月17日から廃止）
年金相談窓口 10570－05－1165
年金見込額試算照会窓口 10570－08－1165（平成19年7月17日から開始）
電子申請・磁気媒体申請窓口 10570－000－381（ 〃　　　　　）
栃木社会保険事務所総合相談室年金給付課 122－4134
町民生部保険環境課国民年金係　　　　　 181－1827

◆壬生町消防団  新団員を迎え、団員訓練を実施◆◆壬生町消防団  新団員を迎え、団員訓練を実施◆�◆壬生町消防団  新団員を迎え、団員訓練を実施◆�
４月１日、町総合運動場において、町消防団（鈴木正美団

長・団員201名）による、団員訓練が行われました。

この日辞令交付を受けた新団員43名は、常備消防（石橋地

区消防組合壬生分署・安塚分遣所）の職員から、整列や基本

動作などの規律訓練や、土のう作り、土のう積みなどの水防

訓練を受け、消防団員としての基本を学びました。その後、

羽生田の黒川河川敷に移動し、放水訓練を行いました。

４月９日、国谷新田自治会公民館において、同自治会老人会（戸数60
戸中、老人会員56名、高山和美会長）主催のそば会が開催されました。
同老人会では、毎月第３日曜日にカラオケをしたり、踊りを踊ったり
と自由に参加できる食事会を開催していますが、２年前から会員の皆さ
んに打ち立てのそばを味わってもらおうと、年に一度「そば会」を企画
しています。
当日は、そば打ち名人でもある高山会長が打った、７升のそばが振る
舞われました。みなさんは‘ちたけ’でだしを取った温かい汁のそばを
おいしいおいしいと味わっていました。高山会長は、「近くでみんなこ
うして楽しめることは、大変良いことです。」とそば会の意義を話して
くださいました。

４月15日、壬生寺において、壬生円仁大師まつりが開催されま
した。
まつりは、蘭学通りの松本内科から壬生寺まで行列を作って歩
く「子どもお練り行道」で始まり、壬生寺境内でよさこい、円仁
太鼓、火渡りの儀などが行われました。火渡りの儀では、山伏に
抱き上げてもらって渡る子どもや、背中をおしてもらうお年寄り
の姿もあり、多くの方が参加し、無病息災を祈願しました。

◆国谷新田老人会でそば会◆�
「わいわいたのしく　打ち立てのそばを堪能」�

◆国谷新田老人会でそば会◆�
「わいわいたのしく　打ち立てのそばを堪能」�

◆国谷新田老人会でそば会◆�
「わいわいたのしく　打ち立てのそばを堪能」�

おいしいそばを食べ、みんなにっこり

まちのわだい�まちのわだい�まちのわだい�

規律訓練など、基本動作を学びました

◆壬生円仁大師まつり開催◆�◆壬生円仁大師まつり開催◆�◆壬生円仁大師まつり開催◆�

多くの方が火渡りをしました

農地の利用集積はもとより、地域振興事業・食育などの活動に
より町農業の発展に貢献されている下稲葉営農集団が、３月28日
にＪＡしもつけ壬生地区センターに於いて集落営農組合の設立総
会を開催し、新しいスタートを切りました。
集団設立30周年を機に、国の新たな農業政策の対象となる担い

手組織として、組織形態の見直しを行ったもので、今後の更なる
活躍が期待されます。

“集落営農  下稲葉営農集団”
◆設立総会開催◆�

“集落営農  下稲葉営農集団”下稲葉営農集団”�
◆設立総会開催◆�

“集落営農  下稲葉営農集団”
◆設立総会開催◆�



４月10日、下稲葉地内の畑で、メリーランド保育園の園児たちと
下稲葉食育応援隊の人たちが、ジャガイモの植え付けをしました。
これは下稲葉食育応援隊（木村春男隊長）とメリーランド保育園

で昨年から実施しているものです。保育園から菜の花や桜が満開の
小川沿いの道を畑まで歩いてきた園児たち（40人）が、元気に食育
応援隊の皆さんにあいさつをしました。
まず、応援隊のおじさんたちが種いもの“だんしゃく”を包丁で

４つくらいに切り、それを子どもたちが切り口に灰をまぶし、植え
付けは、子どもたちが一列に並んでうねに等間隔にジャガイモを置
いていきました。そのあと応援隊の人たちが、肥料をまいて、最後
にみんなで土を寄せました。
７月上旬には収穫できる予定で、子どもたちは熱々のジャガバターが食べられると、今から期待に胸を

ふくらませています。

４月24日、役場第一会議室において「夢・はにしの里協議会（杉
山恵一会長）」と町との間で、農地・水・環境保全向上対策に係る
協定書の調印式が執り行われました。
この事業は、羽生田地区の夢･はにしの里協議会が平成19年度から５
カ年にわたり、地域ぐるみで農地や水を守る共同活動と環境保全活動
に取り組むもので、当町では羽生田地区が初めての取り組みです。
本協定は、夢･はにしの里協議会の活動について町が助言・状況

確認することを目的として締結され、同協議会は４月末に事業の採
択申請書を県の協議会に提出し、名実ともに活動の一歩をスタート
しました。
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◆メリーランド保育園の園児たちがジャガイモの植え付け◆�◆メリーランド保育園の園児たちがジャガイモの植え付け◆�◆メリーランド保育園の園児たちがジャガイモの植え付け◆�

(社)壬生町シルバー人材センター（神永榮理事長）会員互助会
（安部孝会長）では、「しののめ花まつり」を間近に控えた３月24
日（土）東雲公園並びに黒川河川敷の清掃を行いました。
これは、地域社会づくりへの参加とセンター会員相互の親睦を

図ろうと、会員互助会の働きかけにより行われたものです。
この日は、100人を超える大勢の会員の方が参加、公園や河川敷

のゴミや落ち葉、流木などの片付けにさわやかな汗を流していま
した。清掃の後、東雲公園内にて昼食会が催され、桜の話題に花
が咲き、一足早いお花見を楽しみました。

このたび、稲葉富藏さん、久保田和文さんが自衛官募集相談
員に委嘱され、４月17日、町長室において、自衛官募集相談員
委嘱状交付式が行われました。清水町長と自衛隊栃木地方協力
本部の二見弘幸本部長から稲葉さんと久保田さんに委嘱状が交
付されました。
これからお二人には、町及び自衛隊地方協力本部と密接に連
携して、安定した人材の確保、地域と自衛隊の相互理解のため
に活躍していただきます。

二見本部長　稲葉さん　久保田さん　清水町長

ひとつひとつじゃがいもを植えつけました

◆新小学校１年生へ鉛筆を贈呈◆�
　　交通安全協会　女性部�
◆新小学校１年生へ鉛筆を贈呈◆�
　　交通安全協会　女性部�
◆新小学校１年生へ鉛筆を贈呈◆�
　　交通安全協会　女性部�

地域の話題などをお寄せください　　　情報広報係†81-1814まちのわだい� まちのわだい�まちのわだい�まちのわだい�

◆花まつりを前に公園･河川敷を清掃  壬生町シルバー人材センター◆�◆花まつりを前に公園･河川敷を清掃  壬生町シルバー人材センター◆�◆花まつりを前に公園･河川敷を清掃  壬生町シルバー人材センター◆�

◆稲葉富藏さん、久保田和文さんに自衛官募集相談員委嘱状を交付◆�◆稲葉富藏さん、久保田和文さんに自衛官募集相談員委嘱状を交付◆�◆稲葉富藏さん、久保田和文さんに自衛官募集相談員委嘱状を交付◆�

◆鈴木郁夫さん高齢者叙勲を受章◆�◆鈴木郁夫さん高齢者叙勲を受章◆�◆鈴木郁夫さん高齢者叙勲を受章◆�
元壬生町議会議員 鈴木郁夫さん（本丸一丁目）が長年の地方自治功労

により、高齢者叙勲を受章されました。

昭和61年４月（1986年）から連続３期町議会議員を務め、副議長など
を歴任。

鈴木郁夫（88歳)地方自治

旭
日
単
光
章

◆農地･水･環境保全向上対策に係る協定書に調印◆�◆農地･水･環境保全向上対策に係る協定書に調印◆�◆農地･水･環境保全向上対策に係る協定書に調印◆�

下稲葉の中嶋正さんが平成18年度全国そば生産優良地区表彰事

業で日本麺類業団体連合会長賞を受賞しました。

３月13日、東京都港区虎ノ門パストラルで表彰式が行われ、

農家の部で、全国で６人の中の１人に選ばれました。

この表彰は、生産の拡大が期待できる国産そばの生産性向上

や経営改善の面から創意工夫を行い、他の模範となる農家を表

彰し、生産性・品質向上を図ることを目的に、社団法人日本蕎

麦協会が平成元年から実施している事業です。

◆中嶋  正さん　全国そば生産優良地区表彰◆�◆中嶋  正さん　全国そば生産優良地区表彰◆�◆中嶋  正さん　全国そば生産優良地区表彰◆�

左から木村春男さん、中嶋正さん、
日本蕎麦協会長 谷垣偵一さん、中嶋タカコさん、

鈴木理夫さん

４月５日（木）壬生町交通安全協会女性部

（梁島ケイ子部会長）から、町教育委員会に鉛筆

の贈呈がありました。

これから勉強をする新小学校１年生へ「しっ

かり確認　飛び出しちゃ　ダメよ」と交通安全

のメッセージを添えて配られました。

◆自転車ナンバープレートの補助金を贈呈◆�
交通安全協会�

◆自転車ナンバープレートの補助金を贈呈◆�
交通安全協会�

◆自転車ナンバープレートの補助金を贈呈◆�
交通安全協会�

４月19日（木）壬生町交通安全協会（坂田佐一
郎会長）から、壬生中学校・南犬飼中学校に自転
車ナンバープレートの補助金が贈呈されました。
この補助金は新一年生の自転車につけるナンバ
ープレートを購入する際に使うことを目的に寄付
していただいたもので、町教育委員会を訪れた会
長・副会長から篠原教育長に手渡されました。

左から　奈良副会長、清水町長、
杉山会長、篠原副会長



３
月
31
日
、
東
雲
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
に
お
い
て
「
第
２
回
し
の
の
め
剣

道
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
後
は
、
参
加
者
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
ご
み
拾
い
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
部
（
４
年
生
以
下
）

優
　
勝
　
松
井
真
之
介
（
お
も
剣
）

準
優
勝
　
入
江
　
康
太
（
お
も
剣
）

第
３
位
　
篠
原
　
宗
眞
（
お
も
剣
）

第
３
位
　
佐
山
　
直
樹
（
お
も
剣
）

小
学
校
高
学
年
の
部
（
５
・
６
年
生
）

優
　
勝
　
入
江
　
悠
斗
（
お
も
剣
）

準
優
勝
　
石
村
　
英
也
（
壬
生
剣
）

第
３
位
　
松
井
美
由
紀
（
お
も
剣
）

第
３
位
　
佐
藤
　
匠
　
（
お
も
剣
）

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

壬
生
町
消
費
者
友
の
会
様
⑱
　
３
千
円

第
33
回
獨
協
医
科
大
学
大
学
祭
実
行
委

員
会
様
⑥
　
　
　
　
　
　
　
１
０
万
円

平
成
18
年
度
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員

会
様
⑳
　
　
　
　
５
万
２
千
９
２
６
円

七
宝
焼
サ
ー
ク
ル
　
　
　
２
千
円

ふ
く
べ
一
刀
彫
　
　
　
　
３
千
円

織
物
（
女
性
会
）

５
千
円

藤
工
芸
　
　
　
　
　
　
　
２
千
円

抱
き
人
形
愛
好
会（
赤
毛
の
ア
ン
）

３
千
円

コ
ス
モ
ス
の
会
（
押
し
花
教
室
）

１
万
３
千
１
６
６
円

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室
　
２
千
円

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
　
窓
　
　
５
千
円

手
づ
く
り
ネ
ク
タ
イ１

千
５
０
０
円

茶
道
教
室
　
　
　
　
　
　
５
千
円

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
18
団

５
千
円

壬
生
町
消
費
者
友
の
会
　
２
千
円

壬
生
町
立
図
書
館

４
千
２
６
０
円

南
犬
飼
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様
@1

２
万
６
千
３
２
６
円

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様
#7

１
４
万
３
千
３
０
０
円

あ
り
ん
こ
保
育
園
　
夏
・
秋
祭
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
一
同
様
⑤

８
千
７
７
０
円

第
11
回
生
涯
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
様
⑨

２
万
１
千
８
９
６
円

子
育
て
支
援
「
ポ
ケ
ッ
ト
」３

千
円

蕎
麦
の
会
「
み
か
ど
」

１
万
円

カ
ス
ピ
ア
の
会
　
　
　
　
３
千
円

壬
生
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

１
千
円

手
話
サ
ー
ク
ル「
な
で
し
こ
の
会
」

３
千
円

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

１
千
８
９
６
円

富
士
見
荘
　
ヨ
ガ
の
会
様
②
　
５
千
円

設
置
募
金
箱
（
10
箇
所
）

１
万
８
千
７
０
５
円

2
イ
ズ
ミ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

２
千
２
０
１
円

東
海
林
整
形
外
科
１
千
１
５
５
円

和
ら
く
　
　
　
　
３
千
１
６
１
円

淀
川
美
容
室
　
　
　
３
千
５
３
円

役
場
　
　
　
　
　
　
　
８
９
２
円

南
犬
飼
地
区
公
民
館２

千
４
７
６
円

稲
葉
地
区
公
民
館
　
　
１
８
７
円

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
７
２
円

壬
生
中
央
公
民
館
１
千
３
０
８
円

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー４

千
２
０
０
円

匿
名
①
　
　
　
　
　
１
万
４
千
３
５
円

壬
生
町
観
光
協
会
し
の
の
め
花
ま
つ
り

フ
ァ
ー
フ
ァ
収
益
金
様
①１

１
万
９
千
円

壬
生
町
観
光
協
会
し
の
の
め
花
ま
つ
り

フ
リ
ー
カ
ラ
オ
ケ
収
益
金
様
④

１
万
２
千
７
０
０
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
$5

３
千
円

伊
藤
ヒ
サ
様
②
　
　
　
９
千
８
０
０
円

壬
生
は
に
わ
会
様
⑪
　
４
千
５
６
０
円

小
山
歌
謡
教
室
様
②
　
１
万
４
千
３
円

稲
葉
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様
@1

２
千
円

壬
生
町
歌
謡
会
様
⑳
　
２
万
９
千
９
円

○
『
認
知
症
』
と
『
も
の
忘
れ
』
と
の
違
い

認
知
症
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
歳
の
せ
い
に
よ
る
も
の
忘
れ
と
の
区

別
が
つ
き
に
く
い
病
気
で
す
。
大
き
な
違
い
の
一
つ
と
し
て
、
老
化
に

よ
る
も
の
忘
れ
は
、
例
え
ば
「
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
」
と
か
「
朝
食

で
何
を
食
べ
た
か
思
い
出
せ
な
い
」
と
い
っ
た
体
験
の
一
部
の
み
思
い

出
せ
な
い
と
い
う
も
の
で
す
が
、
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
「
家
族

を
忘
れ
る
」
と
か
「
朝
食
を
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
る
」
な
ど
、
体

験
全
体
や
記
憶
の
す
べ
て
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
本
人
は
も
の
忘
れ
を
自
覚
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

幻
覚
／
妄
想�

人
格�

日
常
生
活�

症
状�

時
間
／�

居
場
所�

認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ�

体
験
し
た
す
べ
て
を
忘
れ
て
い
る
。�

最
近
の
出
来
事
の
記
憶
が
な
い
。�

名
前
や
日
付
な
ど
、�

と
っ
さ
に
思
い
出
せ
な
い
。 

意
識
が
あ
る
。�

理
解
で
き
る
。�

時
間
や
自
分
の
い
る
場
所
が�

分
か
ら
な
く
な
る
。�

な
い
。�

幻
覚
や
妄
想
を
伴
う
場
合
も
あ
る
。�

変
化
な
く
、
維
持
さ
れ
る
。�

人
格
崩
壊
を
招
く
場
合
も
あ
る
。�

支
障
な
く
生
活
で
き
る
。�

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
。�

老
化（
歳
の
せ
い
）に
よ
る
も
の
忘
れ�

試合中は真剣そのもの

大会の後にみんなでごみ拾い

認
知
症
っ
て
…
？�

内訳�

内訳�

内訳�

■
　
成
　
績
　
■

問
合
せ
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館
　
1 

82
―
８
５
４
４
�

至鹿沼�

バイ
パス
�

清忠神社�

壬生寺�

壬生�
城址�

中央�
公民館�

常楽寺�

消防署�

宇都木の森�

シ
リ
ー
ズ
Ⅲ�

『
壬
生
領
史
略
』に
記
さ
れ
た
文
化
財�

宇
都
木
の
森�

はる  き�

菅 原 悠 生ちゃん（至宝町南）�
（H18.5.8生）�

坂 本 大 輝ちゃん（至宝町北）�
（H18.5.27生）�

大 島 啓 汰ちゃん�
（上町）（H18.5.24生）�

あや   と�

酒 井 彩 聖ちゃん�
（車塚）（H18.5.21生）�

粂 川　陸ちゃん�
（助谷）（H17.5.4生）�

　次回は７月生まれのアイドルを
募集します。(締切６月20日)。写
真はお返しします。�
　応募者多数の場合は抽選になる
こともありますのでご了承ください。�
　写真裏に住所、氏名、保護者名、
生年月日、電話番号を書いて、役
場企画財政課（直接或は郵便で〒
321－0292壬生町通町12－22）
または、稲葉・南犬飼各出張所、
生涯学習館へ。�

  

う
　  

つ
　  

ぎ�

み
　 

ぶ�

り
ょ
う
し�

り
ゃ
く�

　
今
回
は
、
壬
生
西
高
野
に
あ
る
『
宇

都
木
の
森
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

壬
生
領
史
略
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。�

  ｢

宇
都
木(

空
木)

の
本
に
小
宮
あ
り
、
こ

れ
白
馬
大
明
神
と
言
う
…
孝
謙
天
皇
諸

国
行
幸
の
時
、
御
召
の
白
馬
壬
生
領
の

隣
村 

大
領
村
に
お
い
て
死
し
た
り
。
よ

っ
て
同
村
地
内
に
埋
め
ら
れ
宇
都
木
を

も
っ
て
墓
印
と
な
し
、
甫
坂
氏
が
墓
守

と
な
り
こ
の
地
に
留
ま
り
居
住
す
、
後

甫
坂
氏
な
る
も
の
分
家
し
て
西
高
野
に

来
た
り
居
住
す
又
宇
都
木
を
も
分
ち
て
、

今
の
地
に
移
し
白
馬
大
明
神
と
崇
め
…

当
地
の
宇
都
木
は
枝
葉
共
に
繁
茂
し
て

大
株
と
な
れ
り
、
又
花
盛
り
の
頃
遠
方

よ
り
眺
む
れ
ば
小
山
に
残
る
雪
か
と
思

わ
れ
る
…｣

と
あ
り
ま
す
。�

  

ま
た
同
書
に
は
、
孝
謙
天
皇
が
埋
葬
さ

れ
た
と
さ
れ
る
旧
石
橋
町
大
領
に
あ
る

｢

孝
謙
天
皇
神
社｣

に
つ
い
て
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。�

  

壬
生
町
に
は
数
多
く
の
伝
説
や
の
地
が

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
以

降
の
言
い
伝
え
で
あ
り
、
今
回
の｢

宇

都
木
の
森｣

は
奈
良
時
代
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
か
ら
、
壬
生
町
で
は
最
も
古

い
伝
説
の
地
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。
現

在
で
も
毎
年
12
月
15
日
に
は
『
宇

都
木
の
森
』
で
、
甫
坂
一
家
に

よ
り
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

  

宇
都
木(

空
木)   

ユ
キ
ノ
シ
タ
科

の
落
葉
低
木｡

幹
は
か
た
く
、
中

空
。
初
夏
、
釣
り
鐘
状
の
白
い

花
が
咲
く
。�

※
現
地
に
は
案
内
板
等
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
訪
れ
る
際
は
歴

史
民
俗
資
料
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。�

21 20



古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

5月1日現在�
まちのうごき�

 � � �

6
月
の
納
税
等
�

●
�町
県
民
税（
一
期
及
び
全
期
）�

　
　
納
期
限
　
７
月
２
日�

（△35）�

（△14）�

（△21）�

（△109）�

総人口�

　男�

　女�

世帯数�

39,878

19,563

20,315

13,899

 人�

 人�

 人�

世帯�

（　）内は前月比�

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
初
日
の

４
月
28
日
、
毎
年
12
月
の
ク
リ
ス
マ

ス
前
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
お
も
ち

ゃ
団
地
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
」
が
、

初
め
て
こ
の
春
に
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
お
も
ち
ゃ
の
割
引
販
売
や

各
種
模
擬
店
、
壬
生
町
特
産
の
い
ち

ご
や
干
ぴ
ょ
う
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
ブ
ー

ス
の
他
、
フ
ァ
フ
ァ
や
ミ
ニ
ト
レ
イ

ン
な
ど
の
遊
具
も
設
置
さ
れ
、
親
子

連
れ
を
中
心
に
、
約
１
万
人
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
隣
接
す
る
バ

ン
ダ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
も
ち

ゃ
の
ま
ち
駅
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
と

バ
ン
ダ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
結
ぶ
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
も
臨
時
に
運
行
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
の
お
も
ち
ゃ
や
発
明
王

エ
ジ
ソ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が

土
・
日
・
祝
日
に
公
開
さ
れ
、
お
も

ち
ゃ
団
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

壬生北小６年�
ち   さと�

山井　千聖�

絵画「すきなものいっぱい」�

バンダイミュージアム開館セレモニー� おもちゃを買い求める親子連れで会場はいっぱい�

壬生北小１年�

渡邉　尚哉�

■会　　場　壬生中央公民館大ホール�
　　　　　  （城址公園ホール）�
※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、�
　町施設振興公社で取り扱います。�
■問合せ先　壬生中央公民館　182－0108

2008年1月19日(土)�
　　18：30開演�
全指定席　5,000円�
6月1日(金)発売�

音楽音楽の都、プラハの名門名門オーケストラと、�
　円熟　円熟のヴァイオリニスト千住真理子千住真理子の競演競演。�
音楽の都、プラハの名門オーケストラと、�
　円熟のヴァイオリニスト千住真理子の競演。�

プラハ交響楽団＆千住真理子�プラハ交響楽団＆千住真理子�プラハ交響楽団＆千住真理子�


